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土佐希望の家通信 第107号
2024年 5月 20日発行

通所：通所では全体の取り組みの一つとして創作活動を行っています。季節を感じる創作物を、くしゃくしゃ丸めたり、
とんとん貼ったりしながら楽しく作っています。

正木利香「さくら」
頑張って描いたものです。見て下さい。

大黒直人「海とつつじ」　
またきれいな海を見に行きたいなあ。

通所作品集

通所作品集

利用者さんの作品紹介
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令和６年度 事 業 計 画
３月の法人理事会及び評議員会で承認されました、令和６年度事業計画の主なポイントをご紹介し
ます。

 社会福祉法人土佐希望の家は、利用者の生命、人間としての尊厳、及び権利を尊重し、良質な医療と豊かな暮
らしを提供します。

社会福祉法人 土佐希望の家の理念

社会福祉法人 土佐希望の家の令和６年度に向けて

※社会福祉法人のガバナンス･･･①透明・公正な意思決定を行う仕組み ②迅速・果断な意思決定を行うための仕組み
（出典：WAMNET 社会福祉法人の経営ガイド）

 法人合併3年目は、各部署の適切な運営に向けて、必要な見直しと体制の整備を行うとともに、幡多希

望の家職員の給与改善、両センターの人材確保に向けた初任給引上げ等の給与改定を実現するため、
「入所者の確保」「短期入所の積極的な受け入れ」「通所部門の赤字解消（黒字化）」に取り組みます。

ガバナンスの確立

 土佐と幡多の両施設の安定した運営には、それぞれ常勤医師の増員が不可欠と考えられるため、法人全
体で医師確保に取り組みます。

 あわせて、労働基準監督署の許可を受けた医師の働き方改革への対応を着実に実施します。

医師確保

 幡多希望の家は、平成９年の竣工以来2６年経過しており、①施設の老朽化と狭隘化が課題となってい
ること、②軟弱地盤であり、南海トラフ地震への対策が急務であることなどから、できるだけ早期に
移転改築が必要となっています。

引き続き、適地の確保など、移転改築の実現に向けて取り組みます。

幡多希望の家の移転改築

 土佐と幡多の両施設共通の職種別・階層別の研修体系を構築し、効果的・効率的な研修に取り組みます。

 また、新たに、両施設の看護師及び生活支援員の役職者が相互に交流する研修を実施します。

職員のスキルアップ（研修計画の策定と実施）

 法人合併のスケールメリットを活かして、物品等の発注や入札手続き、請求業務などの共通業務につい
ては、順次、法人本部で一元的に実施していきます。

 これらの業務効率化により、経費等の節減に取り組みます。

両施設での共通業務の一元化

法人本部の取組

健全経営に向けた取り組み（主なもの）

(１) 幡多希望の家の課題への対応（主なもの）
 相談支援部門に、入所者のケースワークや短期入所の受入れ調整などを行う管理職を新たに配置し、

利用者や家族のニーズに応じた相談支援の充実を図るとともに、他の相談支援事業所との連携を強
化します。

(５) 施設整備のための土地確保

 老朽化、狭隘化している土佐希望の家３病棟の改築や県中央部で利用ニーズが増加している児童発達
支援事業所の創設などの事業展開に向けて、周辺土地の情報収集に努めます。

(２) 今後の利用ニーズの把握

 行政等との連携強化を図りながら入所、在宅の利用ニーズを把握し、今後の各事業のあり方について
検討します。

(３) 幹部職員の事業活動（法人運営）への参画

 土佐と幡多の両施設の幹部職員が、法人の課題や方向性などを共通認識したうえで、健全経営に向け
て積極的に取り組みます。

(４) 適正な事務処理の徹底・内部統制の強化

 法人の諸規程に沿った適正な事務処理の徹底など、組織としてのガバナンスの強化、内部統制の強化
を図ります。

 虐待防止委員会の開催や全職員による虐待防止チェックリストの実施、「いいケアしよう事例集」の活
用等、日ごろのＯＪＴを通じて、不適切行為等の発生防止とより良いケアの充実に取り組みます。

 利用者の状況に応じたサービスの提供とリスクマネジメントによる事故防止に取り組みます。

不適切な行為等の発生の防止とより良いケアの実現

 院内感染対策委員会を中心に、利用されるすべての方への感染防止対策を徹底します。

新型コロナウイルス感染症などの感染防止対策

 ＢＣＰ（業務継続計画）の見直しと災害時備蓄を推進するとともに、防災研修や防災訓練を充実します。

防災対策の充実

 初任給の大幅アップ、給料表の見直し等により、職員の処遇改善を図り、人材の確保・定着に努めます。

 様々な機会を捉えて、多様な方法により求人を行うとともに、新人研修等の充実に取り組みます。

人材の確保と定着
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 特に、幡多希望の家の重症心身障害以外の障害児を対象とした通所事業については、連年赤字の解消が
必須であり、現利用者への支援の継続を含め、関係市町村と協議のうえ、見直しを検討します。

在宅支援事業のあり方5
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（単位：千円）

土佐希望の家 幡多希望の家 法人全体

7,694 3,791 11,485

599,493 266,919 866,412

1,109,479 416,166 1,525,645

その他の事業収入 0 326 326

経常経費補助金収入 0 1,520 1,520

1,168 50 1,218

4,572 36 4,608

その他の収入 4,910 592 5,502

1,727,316 689,400 2,416,716

1,340,266 554,132 1,894,398

239,295 83,827 323,122

125,842 58,259 184,101

157 0 157

0 0 0

1,705,560 696,218 2,401,778

21,756 △ 6,818 14,938

185,800 0 185,800

88,066 0 88,066

273,866 0 273,866

設備資金借入金元金償還支出 14,500 0 14,500

312,640 4,700 317,340

0 0 0

0 886 886

327,140 5,586 332,726

△ 53,274 △ 5,586 △ 58,860

0 0 0

163,418 3,000 166,418

退職給付引当試算取崩収入 7,927 3,000 10,927

人件費積立資産取崩収入 0 0 0

施設・設備整備積立資産取崩収入 155,491 0 155,491

0 0 0

163,418 3,000 166,418

0 0 0

221,888 3,276 225,164

退職給付引当資産支出 9,865 3,276 13,141

人件費積立資産支出 50,000 0 50,000

施設・設備整備等積立資産支出 162,023 0 162,023

0 0 0

221,888 3,276 225,164

△ 58,469 △ 276 △ 58,745

△ 89,988 △ 12,680 △ 102,668

①

②

③

①　事業活動資金収支差額

投資有価証券取得支出

その他の活動支出計

③　その他の活動資金収支差額

当期資金収支差額合計

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

投資有価証券売却収入

積立資産取崩収入

その他の活動による収入

その他の活動収入計

支
出

その他の活動による支出

事務費支出

積立資産支出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入

固定資産売却収入

施設整備等収入計

支
出

固定資産取得支出

固定資産除却・廃棄支出

ファイナンスリース債務

施設整備等支出計

②　施設整備等資金収支差額

支払利息

その他の支出　雑支出

事業活動支出計

【資金収支予算書の説明】

　事業活動による収支は、職員給与の見直しや電気料金等の高騰などにより支出増となりますが、
報酬改定による診療報酬等の収入増が見込まれますので、土佐は黒字、幡多は若干の赤字で、法人
全体では14,938千円の黒字となる見込みです。

　施設整備等については、令和６年夏ごろに完成予定の土佐の1病棟・２病棟の大規模修繕工事の支
出（法人負担額）により、土佐の収支は、△53,274千円となる見込みです。

　その他の活動については、土佐において、将来の人件費の増加等に備えた積立を行うため、土佐
の収支は、△58,469千円となる見込みです。

社会福祉法人　土佐希望の家　資金収支予算書
(自) 令和6年4月1日    (至) 令和7年3月31日

社会福祉法人  土佐希望の家

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入

障害福祉サービス等事業収入

医療事業収入

経常経費寄附金収入

受取利息配当金収入

事業活動収入計

支
出

人件費支出

事業費支出
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３
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。
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事
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す
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希
望
の
家
の
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で
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催
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０
２
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ぶ
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な
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果
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３
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２
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萩
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来
さ
ん
、

４
位
が
３
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５
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２
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。
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を
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り
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
４
月
９
日
、
藤
岡
彰
次
さ
ん
が
高
等
部
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
服
に
着
替
え
て
い
る
時
に
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
の
表
情
で
し
た
が
、
笑

顔
も
見
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
車
椅
子

に
乗
っ
て
髭
を
剃
り
準
備
が
整
う
頃
に
は
緊

張
し
た
表
情
が
見
ら
れ
た
の
で
、
い
つ
も
遊

ん
で
い
る
ボ
タ
ン
を
押
す
と
歌
が
流
れ
る
玩

具
で
一
緒
に
遊
び
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
登
校

し
ま
し
た
。
そ
し
て
お
姉
様
の
見
守
る
中
、

無
事
式
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
岡
さ
ん
、
ゆ
っ
く
り
と
学
校
生
活
の
リ
ズ

ム
に
慣
れ
な
が
ら
、
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ

て
下
さ
い
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１
月
の
成
人
の
日
に
通
所
事
業
所

で
も
成
人
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
田
内
琉
己
さ
ん
、
谷
相
明

陽
さ
ん
、
土
居
柚
葵
さ
ん
の
３
名
で

す
。
ス
ー
ツ
姿
、
袴
姿
が
と
て
も
似

合
っ
て
い
て
、
素
敵
で
し
た
。

　

支
援
学
校
の
小
学
部
か
ら
一
緒
の

幼
馴
染
ト
リ
オ
と
い
う
こ
と
で
、
保

護
者
の
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
所
事
業
所
か
ら
も
、
毎
年
お
な

じ
み
の
「
え
さ
し
も
ち
つ
き
ば
や
し
」

を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
３
人
と

も
お
餅
を
つ
い
て
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

で
し
た
。

　

成
人
の
抱
負
も
語
っ
て
も
ら
い
、

両
親
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
き
た
い
こ
と
の
意
気
込
み
を

堂
々
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
３
人
の
明
る
い
き
ず
な

が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
き
ま
す

よ
う
に
職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

通
所
成
人
式



　

私
は
、
25
年
前
土
佐
希
望

の
家
に
就
職
し
ま
し
た
。
学

生
の
時
実
習
で
お
世
話
に
な

り
、
な
に
が
な
ん
で
も
土
佐

希
望
の
家
で
働
き
た
い
と
考

え
、
土
佐
希
望
の
家
で
働
く

こ
と
が
私
の
夢
で
し
た
。
山

崎
勲
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
に
あ

こ
が
れ
、
こ
の
人
の
も
と
で

働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

就
職
が
決
ま
っ
た
時
、
山

崎
勲
さ
ん
か
ら
頂
い
た
あ
り

が
た
い
お
言
葉
、「
十
河
君
、

汗
を
か
い
て
下
さ
い
。」

は
、
今
で
も
心
に
刻
ん
で
い

ま
す
。

「
人
の
気
持
ち
の
わ
か
る
人

に
な
り
た
い
」

と
、
ず
っ
と
思
い
、
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
、
人
の
気
持
ち
の
わ
か
る

人
に
な
れ
ま
せ
ん
。
人
を
喜

ば
せ
た
い
、楽
し
ま
せ
た
い
、

自
分
で
も
何
か
少
し
で
も
人

に
役
立
つ
仕
事
が
出
来
た
ら

い
い
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
を

笑
顔
に
す
る
こ
と
が
私
の
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

わ
た
し
の
仕
事

通
所
生
活
支
援
員
　
十
河
　
健

7

笑顔の輪



　１月19日、安芸務さん、吉本裕香さんが須崎のかわうその里へ外出に行きまし
た。お二人とも１日外出は久しぶりで、安芸さんは車中で何度も嬉しそうな声を出
して笑っていました。吉本さんも期待が大きくソワソワしている様子でした。
　食事のメニューについて、吉本さんは自分でチキン南蛮定食を選びました。窓か
らコンビニが見えたので、食後はコンビニでジュース買うとジェスチャーしていま
した。安芸さんは鍋焼きラーメンとちりめん丼のセットをあっという間に完食しま
したが、あとでうなぎ定食があることを知り、「これにしたらよかったねー」など
話したことでした。食後はコンビニでジュースとプリンを購入し、美味しく頂きま
した。安芸さん、うなぎ定食は次の外出まで楽しみに待っていてくださいね。

（１病棟：生活支援員　久保貴嗣）

8
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　３月 23日に季節の行事「春がきた！ 2023 年度を納めようの会」を
開催しました。今年度の出来事や行事をスライドショーで振り返りな
がら、その季節に因んだ楽曲を専属アーティストの“2病息災”の皆さ
んが披露しました。
　特別ゲストの“井上 YOUSUI”さんやシークレットゲストの“新し
い病棟のリーダーズ”の皆さんが大いに盛り上げてくれたので、利用
者の皆さんも大変喜ばれていました。

（２病棟　生活支援主任　今吉勇二）

2病棟
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　3病棟では１２月クリスマス会でサンタさんとトナカイさん
がみんなにプレゼントを配り大喜びされていました。また1月
初詣、書初め、沢村多枝子さん還暦祝い、２月クッキングと
利用者さんが楽しまれた行事がたくさんありました。
　還暦祝いでは多枝子さんの大好きな井上陽水の「白いカー
ネーション」をギター弾き語りすると大きな声で一緒に歌わ
れていました。お祝いの言葉、お母様からの手紙に「ありが
とね」とうんうんと頷かれていました。
　クッキングではお好み焼きを作ってみんなで美味しく頂き
ました。３病棟ではこれからも利用者さんが楽しめる行事を
たくさん計画していく予定なので楽しみに待っていてくださ
いね♬
（３病棟：生活支援員　竹田夏奈子）

3病棟



11

　通所事業所では毎月の取り組みの１つとして、ハンモック・ブランコを行
っています。準備が始まると、利用者さんたちも近寄ってくる方がいたり…
ワクワクしてくれているのが伝わって来ます。
　取り組み中は、利用者さんそれぞれの好きな音楽をかけながら楽しく揺ら
れます。そうするとディズニーに北島三郎にミスチルに…いろいろなジャン
ルが流れます。好きなものに囲まれて利用者さんもニコニコ笑顔です。
　優しい揺れにうっとりする人もいれば、激しい揺れでスリリングな時間を
楽しみたいという人もいます。過ごし方が人それぞれでとてもおもしろいで
す。まだほかにもいろんな取り組みを行っているので、また紹介しますね☆
（通所：生活支援員　野口朱音）

通所



　

弟
勝
典
が
希
望
の
家
に
お
世
話
に
な
っ
て
半
世
紀
以
上
過
ぎ
て
七
十
三
歳
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
十
年
超
の
間
に
、
勝
典
が
輝
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
タ
イ
プ
ア
ー
ト
に
熱
中
し
て
い
た
と
き
で
す
。

　

元
々
何
事
も
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
タ
イ
プ
の
弟
に
は
、
こ
の
タ
イ
プ
ア
ー

ト
が
性
に
あ
っ
て
い
た
の
か
、
才
能
が
開
花
し
ま
し
た
。
現
在
も
残
し
て
あ
る

作
品
集
と
、
た
く
さ
ん
の
表
彰
状
、
表
彰
盾
か
ら
、
当
時
の
活
躍
が
窺
え
ま
す
。

東
京
、
大
阪
、
奈
良
等
の
授
賞
会
場
に
出
席
で
き
た
の
も
弟
の
自
慢
で
、
私
た

ち
に
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
聞
い
た
く
ら
い
で
し
た
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
ワ
ー
プ
ロ
が
普
及
す
る
ま
で
、
文

章
を
作
成
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
イ
プ
ア
ー
ト
は
こ
の
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
文
字
キ
ー
を
使
っ
て
絵
を
描
く
も
の
で
す
。

　

普
通
、
鉛
筆
や
絵
筆
で
絵
を
描
く
と
き
に
は
画
用
紙
の
任
意
の
個
所
か
ら
描

き
始
め
、
好
き
な
個
所
に
筆
を
飛
ば
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
タ
イ
プ
ア
ー

ト
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
絵
の
頂
点
か
ら
描
き
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
次
に
描

く
場
所
を
前
も
っ
て
頭
の
中
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
、
人
の
顔
で
説
明
し
ま
す
と
、
鉛
筆
等
で
は
、
グ
ル
っ
と
顔
の
輪
郭

を
卵
の
形
に
描
き
、
続
い
て
耳
、
目
、
鼻
等
と
、
主
だ
っ
た
個
所
か
ら
任
意
に

描
け
ま
す
が
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
キ
ー
を
打
つ
た
び
に
、
コ
ピ
ー
機
の
よ
う

に
紙
が
送
り
出
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
描
き
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
左
右
に
頭
が
広
が
っ
て
い
っ
て
額
ま
で
来
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
前

髪
の
長
さ
は
右
左
ど
ち
ら
が
短
い
か
、
眉
は
隠
れ
て
い
る
か
、
耳
の
先
よ
り
も

目
の
位
置
が
上
か
下
か
、
目
尻
は
上
が
り
気
味
か
下
が
り
気
味
か
等
々
で
描
く

（
キ
ー
を
叩
く
）
順
番
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
左
右
の
各
部
位
の
位
置
を
頭
の
中

で
思
い
描
き
な
が
ら
、
文
字
キ
ー
を
叩
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大

変
な
作
業
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
タ
イ
プ
ア
ー
ト
に
巡
り
合
え
た
お
か
げ
で
勝
典
は
毎
日
が
楽

し
く
な
り
、
自
信
を
持
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
市
場
か
ら
姿

を
消
し
た
の
は
、
勝
典
に
と
っ
て
も
私
た
ち
に
と
っ
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

が
、
当
人
は
ま
だ
ま
だ
ア
ー
ト
へ
の
気
持
ち
は
閉
ざ
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
寄
付 

３
月
末
ま
で

職
員
一
同
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
知
友
の
会
様　

後
免
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様

四
国
東
通
様　

高
知
競
輪
保
安
労
働
組
合
様　

高
知
広
告
セ
ン
タ
ー
様

テ
レ
ビ
高
知
様　

高
知
競
輪
報
道
協
会
様　

福
ち
ゃ
ん
出
版
社
様

高
知
競
輪
競
馬
従
事
員
労
働
組
合
様

日
本
ト
ー
タ
ー
株
式
会
社　

高
知
競
輪
事
業
所
様　

南
放
セ
ー
ラ
ー
広
告
株
式
会
社
様　

神
戸
新
聞
社　

デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
様

サ
テ
ラ
イ
ト
南
国
様　

Ｊ
Ｋ
Ａ
高
松
事
務
所
様　
　

サ
ン
コ
ー
ル
様　

高
知
競
輪
場
様　

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
様

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

高
知
教
会
様

田
村
善
稔
様　

福
原
公
二
様

吉
川
清
志
様　

前
田
久
様

太
田
吏
保
様　

上
村
美
香
子
様

親
切
会　

四
国
支
部
様

　

今
回
は
表
紙
を
利
用
者
さ
ん

の
素
敵
な
創
作
た
ち
が
飾
り
ま

し
た
。
創
作
で
は
、
自
分
の
好

き
な
も
の
、
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
も
の
な
ど
、
自
分
の
世
界
を

様
々
な
方
法
で
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。
私
も
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
で
、
勉
強
な
ん
て
ほ
っ
た
ら

か
し
て
描
い
て
い
た
の
が
懐
か

し
い
で
す
。

　

利
用
者
さ
ん
た
ち
の
創
作
物

へ
の
感
想
、
ど
し
ど
し
お
待
ち

し
て
ま
す
！

２
病
棟　

江
口
勝
典　

様

兄　
　

江
口　

順　

様

家
族
の
窓

編
集
後
記
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　矢﨑愛菜　様　

令和 5 年 10 月 28 日　ご逝去

　松井文子　様
　　　令和 6 年３月 17 日　ご逝去

お悔み申し上げます


